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長崎市役所 三重地域センター R8.2.17 №60号 

〒851-2204 長崎市三重町１０９８番地１  
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三重地域センター管内人口19,558人（男9,485人 女10,073人）8,631世帯（令和8年1月末現在）  

 「地域子育て憲章」に掲げる理念の実現に向けて  

  令和８年１月２５日、鳴見台小学校区コミュニティ協議会（中本年信 会長）主催による「鳴小みらい

トーク」が鳴見台小学校において開催され、保護者や自治会役員、民生委員など、地域の方々約６０名

が参加して実態に基づく様々な意見が出されました。今回は「子どもたちの登下校見守り」をテーマに

グループトークが行われ、協議会が検討を重ね策定した「地域子育て憲章」を実践に移すべく、地域ご

との課題を出し合い、どのような解決策があるか議論が行われました。 

 その中で出された意見をいくつか

ご紹介すると、 

 

【課題】 

〇下校時は声掛け・見守りが少ない/

子どもたちが帰ってくる時間帯に大

人がいない/不審者が増えており大人

がいない道の登下校が心配 

〇団地内をスピードを出して通過す

る車やバイクが多く危険/横断歩道が少ない/豊洋台車庫前バス停近

くの横断歩道は下りカーブにあり危ない 

〇朝の見守り、育友会だけでは厳しい/子育て世代には小学生だけ

でなくその下もいる世帯が多く小学生に時間が取れない/朝、子ど

もたちが出発するときは準備で忙しく、見送りできない/下校時は

バラバラに帰ってくるので見守りできない/小学校の役割で見守り

があるが、忘れてしまったり行かない方もいる。どのようにしたら

よいか 

〇登下校の見守りが毎回同じ方がしている/共働きの家庭が多いの

で一部の方への負担が大きい/毎日の交通指導で用事があるときの

交代要員がいない 

 

【解決策】 見守りの負担が分散される体制をつくる  

１ できるときに参加できる仕組みづくり 

〇いつどこまで行うかを、前もって一定期間ごとに見守り当番の日

時・場所を選択できるよう一覧表にし、参加できる方がその欄に名

前を書く/一覧表は回覧板や掲示板、アンケートのようにスマホで

確認・入力できるようにする 

〇一人一役の担当を増やす 

〇散歩のときに見守りすることぐらいならできそう 

２ 支えあう人の輪・関係づくり 

〇参加者の人同士が話しやすい環境・雰囲気づくり/半年に１回く

らい交流会（どんな人がいるのか、友人、知人つくりの場）を開催 

〇「ながら見守り」を地域の共通認識とする 

〇散歩などをするときは、見守っているとわかるようなものを身に

着けてもらう/こども110番の家の活用 

 

 今回出された意見と住民アンケート結果をもとに、今後は同協議会において分析を進めるとともに、

解決策を具体的に検討する体制づくりに取り組むとのことです。 



 歩いてふるさとの歴史を探そう！ ふるさとウォーキングが開催されました‼ 

 ２月１５日、三重地区ふるさとウォーキングが開催さ

れ、さまざまな年代の方々が多数参加し、史跡巡りを楽

しみました。三重地区体育会、三重地区史談会、長崎市

北総合事務所の合同企画により開催されたもので、今年

で第１２回となります。 

 前日の雨でコースの状況が心配されましたが、三重地

区体育会の皆さんが各グループの引率や横断歩道での立

哨を行ってくださるなど、安全のための気配りが行き届

いていました。７か所の史跡では三重地区史談会メン

バーがガイド役として大活躍。わかりやすい資料や詳しい説明

など工夫が盛りだくさんでした。 

 約6.5㎞、３時間に及ぶ長いウォーキングでしたが、ご家族や

お友達と楽しく元気にゴールした皆さんはつみれ汁のふるまい

に舌鼓を打っていました。 

 

 

 

 

 



 今回のコースは畝刈・京泊・多以良の各エリアの史跡を巡るも

のでしたが、その中の一つである蛭子島周辺は新長崎漁港建設の

際に埋め立てられ、一帯は京泊公園となっています。埋め立て

後、長い年月を経て、蛭子島は樹木や雑草が繁茂し、見通しが悪

く危険な状態になっていたところ、昨年、畝刈小学校区まちづく

り協議会の「クリーンアップ大作戦」により見違える程きれいに

生まれ変わりました。同協議会では子ども達が安全に遊べるよ

う、地域の力を見事に発揮し、多くの参加者が伐採された樹木を

搬出。子ども達は蛭子島に駆け上り、のびのびと遊べるようにな

りました。 

 また、蛭子島に建っていた恵美須様の石祠は京泊公民館に移さ

れ、地域の方々が大切に祀っています。石祠には「天保」の文字

も見え、歴史の重みを感じました。 

 そして、多以良町にある垣内のキリシタン墓地は森に覆われた

急傾斜地の中腹にあり、地域の方々や縁がある方が代々大切に保

全をして下さっています。平らな墓石の上に大小さまざまな石を

積み重ねていたものが、イノシシによる被害で散乱している様子

は心が痛むものでした。子ども達が眠っていると思われる小さ

な墓石が並んだ箇所もあり、かつて過酷な時代があったことを

想像させられ、胸を締め付けられる思いでした。墓地は今にも

崩れそうな崖にあることから、地域の方から安全策や保存の取

り組みが必要との意見も寄せられました。 



 プラスチック一括回収スタート！ 三重地域は4月から   地域情報 

 募集中！                    

                                   

                           

Ｘ 

ホームページ 

Facebook 

SNSでも 

地域情報を 

発信中！ 

プラスチックの分別が簡単になります！ 

三重地域センター管内にお住まいの方は、令和８年４月から！ 

プラスチックごみの袋には、現在回収しているプラスチック製 

容器包装に加え、今まで燃やせるごみとしていたプラスチック

でできた製品を入れて下さい。  

詳しくはホー

ムページをご

覧ください 

ごみ袋の名前が 

変わります！ 

新：プラスチックごみ 
旧：プラスチック製容器包装  

※今までのプラスチック 

製容器包装の袋もプラス  

チックごみの袋として使 

用できます。 

 ルールを守って林野火災を防ぎましょう！ 


